
RF

RF STM

STM

RF STM

2020 Web



研究プロジェクト名： 高周波RF照射による超伝導ギャップ変調による
スピン検知デバイス開発

概要： スピンの波としての量子性、すなわちコヒーレンスを原子レベルで観察可能な
顕微鏡を開発する。遂行されれば量子情報処理デバイス作成に貢献するだけでなく、
電子スピン共鳴(ESR)・核スピン共鳴(NMR)を利用する生物学や医療の研究領域にま
で波及する研究を行う。
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研究成果（実施状況）：
超伝導トンネルギャップにRFを照射する実験そのものは、
superconductor photo assited tunneling (SC-PAT)として知られ
ており、RFのフォトンを出し入れする非弾性トンネル過程とし
て理解される。RFの作る電解強度が強くなった場合、多光子
吸収・放出が支配的になり半古典的なトンネル過程として扱
われ、RFが作る電界強度をVµとした場合、eVµのエネルギーで
もっとも強いピークが観測される。ここで超伝導ギャップ両端
の準粒子が、SC-PATの影響で変化する様子のシミュレーション
が図２である。Vµに比例して準粒子のそれぞれがフォトンの吸
収・放出に相当する２つのピークに分裂する。実際にNbSe2の
探針と基板を用いて、本装置を利用した実験をカラーマップと
して図３で表す。マッピングの色の濃淡はコンダクタンス
(dI/dV)に相当し濃いほうが大きい値に相当する。横軸がサン
プル電位で、縦軸がVµに相当する。シミュレーションで得られ
た分裂が正確に再現された。
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